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１．研究計画の概要
近年、アジアに端を発する新興・再興感染

症のアウトブレークが相次いでいる。その多
くは動物からヒトに感染する人獣共通感染
症である。その中でも、節足動物である蚊に
より伝播されるフラビウイルス感染症は、近
年の地球温暖化に伴う感染拡大が危惧され
ている。そこで、本研究課題では、中国・広
東省 CDC の研究協力を得て、(1)中国・広東
省における蚊媒介性フラビウイルス感染症
の疫学的解析するとともに、(2)本疫学調査に
適用できる新規フラビウイルス検査法の開
発を主なテーマとして研究している。

２．研究の進捗状況
(1)中国・広東省における蚊媒介性フラビウ
イルス感染症の疫学的解析

平成 20 年～平成 22 年に、中国・広東省で
発生した蚊媒介性感染症である日本脳炎お
よびデング熱患者についての疫学的および
分子遺伝学的解析を続けている。デング熱の
流行は周期的に起こっており、2009 年まで 1
型のデングウイルス感染が主流であった。し
かし、2010 年、デング熱患者より 1 型ウイル
スと同様に 3型および 4型のウイルス種も検
出されたため、各種血清型のデングウイルス
の複合感染が起きているものと考えられる。
幸い、複合感染の結果現れる、より重篤なデ
ング・ショック・シンドロームの患者は報告
されなかった。本省におけるデングウイルス
種のコンバージョンに注意する必要がある。
また、近年、公衆衛生学的に問題になりつつ
ある蚊媒介性のチクングニア熱についての
輸入感染例が発生したため、本感染症につい
ても同様に解析している。これら得られた結
果については、現在逐次論文執筆中である。

(2)新規フラビウイルス検査法の開発
ある種のフラビウイルスに対する感染抗

体は他のフラビウイルスに対する抗原と強
い交差反応性を示す。したがって、各種フラ
ビウイルス感染症間の鑑別は困難であると
考えられている。現在のフラビウイルスの血
清学的鑑別検査法の中のゴールド・スタンダ
ード法は、生ウイルスを用いた中和試験法で
あるとされている。しかし、本法では感染性
のウイルス粒子を使用するため、常にウイル
スの実験室内感染の危険性が伴っている。そ
こで、生ウイルスと同等の抗原性を有し、よ
り安全に取り扱えるウイルス様粒子(VLP)を、
生ウイルスの代替として用いる中和試験法
(VLP 中和試験)を開発した。現在、この試験
法をより汎用性の高い方法に改良し、本研究
の疫学調査で使用し、その検査法としての有
効性を検討する予定である。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

（理由）
本研究の中国の共同研究機関である中

国・広東省 CDC と私の関係は良好である。
本研究課題の遂行のためには、中国・広東省
CDC との良好な関係を維持することが重要
である。しかし、2010 年度、中国と日本は
政治的緊張が高まり、私の中国への渡航を控
えるか否かで逡巡した。幸い、広東省 CDC
のサポートがあり、本研究を継続できたこと
は幸いであった。中国・広東省での各種感染
症の疫学調査は、本省と経済的に深い関係の
ある日本の感染症対策を考える上でも必要
であると考えられる。したがって、今後とも
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中国・広東省 CDC との共同研究を推進しな
ければならないと考えている。

現在、本研究を始めて 3年間が経過したが、
デングウイルス感染症に関する調査研究は
順調に進んでおり、現在、得られた結果を基
に論文を執筆中である。日本脳炎については
調査継続中であるが、当初の研究計画よりも
遅れている。

以上が現在までの達成度を②とした理由
である。

４．今後の研究の推進方策
(1)中国・広東省における蚊媒介性フラビウイ
ルス感染症の疫学的解析

今後も、デングウイルス感染症の疫学的調
査研究を年度毎に行う。また、日本脳炎やウ
エストナイル熱、チクングンニア熱等、他の
蚊媒介性感染症についても、これまで以上に
研究を進めて行く。

(2)新規フラビウイルス検査法の開発
本研究において開発した新規検査法を、よ

り汎用性の高いものに改良する。また、開発
した方法を実際の疫学調査に適用し、その有
効性を実地評価する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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